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「
雑
家
」

の
定
義

藤

居

岳

人

従
来
の
研
究

『
漢
書
』
芸
文
志
(
以
下
、
『
漢
士
山
』
と
略
記
)
に
お
い
て
雑
家
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

雑
家
者
流
、
蓋
出
於
議
官
。
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知
国
体
之
有
此
、
見
王
治
之
無
不
貫
、
此
其
所
長
也
。
及
量
者
為
之
、
刻
漫
羨

而
無
所
帰
心
。

す
な
わ
ち
雑
家
は
も
と
も
と
諸
子
の
学
説
を
兼
ね
合
わ
せ
て
、
政
治
に
つ
い
て
議
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
学
派
で
あ
っ
た
が
、
後
に

は
、
と
り
と
め
の
な
い
議
論
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
学
派
の
本
質
か
ら
遠
く
離
れ
た
性
格
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
雑
家
の
性
格
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
『
史
記
』
の
六
家
要
旨
に
お
け
る
道
家
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。

道
家
使
人
精
神
専
一
、
動
合
無
形
、
贈
足
万
物
。
其
為
術
也
、
因
陰
陽
之
大
順
、
采
儒
墨
之
善
、
撮
名
法
之
要
、
与
時
遷
移
、
応

19 

物
変
化
、
立
俗
施
事
、
無
所
不
宜
、
指
約
而
易
操
、
事
少
而
功
多
。
(
『
史
記
』
太
史
公
自
序
〉
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こ
の
六
家
要
旨
の
道
家
の
定
義
、
特
に
「
采
儒
墨
之
善
、
撮
名
法
之
要
」
の
部
分
が
先
の
『
漢
志
』
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
「
兼
儒
墨
、

合
名
法
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
史
記
』
に
お
け
る
道
家
と
『
漢
士
山
』
に
お
け
る
雑
家
と
は
ほ
ぼ
同
じ
性
質
を
持
つ
学
派
だ

ハ
1
)

と
す
る
論
考
が
多
い
。

ま
た
、
「
雑
」
字
の
定
義
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
雑
」
が
単
に
諸
学
派
の
説
を
寄
せ
集
め
る
と
い
う
意
味
し
か
持
た
な

い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
諸
学
説
を
集
め
な
が
ら
も
そ
の
中
心
に
一
本
の
軸
と
な
る
固
有
の
思
想
を
持
つ
と
い
う
意
味
を
「
雑
」
字
に
こ

ハ
2
〉

め
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
議
論
は
中
国
の
論
考
に
多
い
。

そ
の
先
行
の
諸
研
究
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、

お
の
ず
か
ら
問
題
点
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
第
一
一
は
、
雑
家
に
関
す
る
研
究

が
吋
史
記
』
六
家
要
旨
と
『
漢
志
』
と
の
表
現
を
中
心
と
し
た
も
の
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
見
解
が
必
、
ず
し
も
一

致
し
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
は
、
雑
家
の
「
雑
」
字
の
定
義
に
つ
い
て
こ
れ
も
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
問
題
点
を
勘
案
し
な
が
ら
以
下
に
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

『
史
記
』
の
道
家
と
『
漢
士
山
』
の
雑
家
と

標
記
の
両
者
の
意
見
が
完
全
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
『
史
記
』
中
、
『
漢
士
山
』
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義

が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
両
者
は
一
致
す
る
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
注
(

1

)

に
引
く
田
中
論
考
の
よ

う
に
雑
家
の
基
盤
の
思
想
を
『
老
子
』
系
、

す
な
わ
ち
所
謂
道
家
系
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
『
漢
士
山
』
の
雑
家
の
項

目
に
属
し
て
い
る
書
目
を
見
れ
ば
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
断
定
で
き
な
い
。

例
え
ば
、
雑
家
に
著
録
さ
れ
る
「
子
晩
子
』
ゴ
一
十
五
篇
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
『
子
晩
子
』
は
班
固
の
注
に
よ
れ
ば
「
斉
人
、
好
議



兵
、
与
司
馬
法
相
似
」
と
あ
る
。
『
司
馬
法
』
は
同
じ
く
『
漢
士
宮
で
は
『
軍
礼
苛
馬
法
』
百
五
十
五
篇
と
な
っ
て
お
り
、
六
芸
略
中

の
礼
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
兵
権
謀
家
の
項
の
班
注
を
見
る
と
「
出
司
馬
法
、
入
札
也
」
と
あ
っ
て
も
と
も
と
劉
散
の
『
七
略
』

で
は
兵
権
謀
家
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
兵
家
の
定
義
の
項
に
「
下
及
湯
武
受
命
、
以
師
克
乱
而
済
百
姓
、
動
之

以
仁
義
、
行
之
以
礼
譲
、
司
馬
法
是
其
遣
事
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
の
内
容
が
軍
事
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
以
上
か
ら
『
子
晩
子
』
も
班
注
に
お
い
て
「
好
議
兵
」
と
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
『
子
晩
子
』
に
兵
家
と
の
関
連
を
見
出
だ
}
す
ζ

と
は
で
き
て
も
、
『
老
子
』
系
の
所
調
道
家
と
の
共
通
点
を
発
見
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

「雑家」の定義

『
史
記
』
の
道
家
の
定
義
と
『
漢
士
山
』
の
雑
家
の
定
義
と
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
、
先
行
論
考
の
説
く
よ
う
に
『
漢
志
』

の
雑
家
が
す
な
わ
ち
老
荘
思
想
を
標
模
す
る
所
謂
道
家
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
両
者
と
も
一
個
の
学
派
の
み
に
拘
泥
せ
ず
に

複
数
の
学
派
の
意
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
指
し
示
す
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
そ
こ
に
中
心
と
な
る
恩

想
が
存
在
す
る
か
否
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
中
心
的
思
想
が
存
在
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
所
謂
道
家
思
想
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
も
以
上
の
事
実
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
章
で
考
察
す
る
こ

と
と
す
る
。

『
漠
志
』
に
お
け
る
雑
家
の
意
味
の
確
定

正
史
に
つ
い
て
芸
文
志
あ
る
い
は
経
籍
志
と
名
付
け
ら
れ
る
目
録
を
持
っ
た
も
の
は
『
漢
書
』
・
『
情
書
』
・
『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
書
』
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-
『
宋
史
』
・
『
明
史
』
の
六
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
正
史
の
目
録
類
に
お
け
る
諸
子
の
配
列
は
ほ
ぼ
『
漢
士
山
』
の
配
列
に
従
っ
て
い
る
が
、
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そ
の
『
漢
士
山
』
に
お
い
て
諸
子
は
「
儒
家
・
道
家
・
陰
陽
家
・
法
家
・
名
家
・
墨
家
・
縦
横
家
・
雑
家
・
農
家
・
小
説
家
」
の
順
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。

「
漢
士
山
』
の
諸
子
の
配
列
で
は
雑
家
は
縦
横
家
に
次
い
で
農
家
・
小
説
家
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
梁
啓
超
は
前
引

〔注
(

2

)

〕
論
考
に
お
い
て
「
既
以
無
可
帰
者
入
雑
家
、

則
農
家
亦
当
在
雑
家
前
。
今
反
置
其
後
、
頗
不
可
解
」
と
述
べ
て
、
雑
家
が

農
家
・
小
説
家
の
前
に
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
確
か
に
、
雑
家
の
学
派
と
し
て
の
性
格
が
諸
子
思
想
を
折
衷
し
た
だ
け
の
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
諸
子
の
中
で
最
後
に
列
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
子
思
想
を
雑
え
な
が
ら
も
、
も
し

そ
の
中
に
或
る
一
貫
し
た
主
張
が
あ
る
な
ら
ば
、
雑
家
を
一
個
の
学
派
と
し
て
も
問
題
は
な
く
『
漢
士
山
』
に
お
け
る
順
序
に
矛
盾
は
な

い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
漢
志
』
に
お
け
る
雑
家
の
特
徴
は
「
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知
国
体
之
有
比
、
見
王
治
之
無
不
貫
、
此
其
所
長

也
」
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
部
分
の
顔
師
古
の
注
が
「
治
国
之
体
、
亦
当
有
此
雑
家
之
説
」
・
「
王
者
之
治
、
於
百
家
之
道
、
無

不
貫
綜
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
雑
家
思
想
の
究
極
の
目
的
は
政
治
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
国
を
無
事
に

治
め
る
た
め
に
は
一
個
の
学
派
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
諸
子
諸
学
派
の
長
所
を
取
り
入
れ
て
実
際
の
政
治
に
役
立
て
た
方
が
よ

い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
最
低
限
の
政
治
理
念
は
や
は
り
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
ま
さ
し
く

雑
多
な
思
想
の
寄
せ
集
め
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
雑
家
の
書
の
中
に
は
中
心
と
な
る
思
想
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
あ

っ
て
こ
そ
初
め
て
雑
家
に
著
録
さ
れ
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
の
雑
家
の
性
質
を
見
る
た
め
に
『
漢
士
山
』
に
お
い
て
雑
家
に
著
録
さ
れ
て
い
る
『
准
南
子
』
二
十
一
篇
(
『
漢
志
』
で
は
「
准
南

内
二
十
一
篇
」
)
を
例
に
と
っ
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
『
准
南
子
』
は
『
漢
士
山
』
以
後
の
正
史
の
目
録
に
も
雑
家
の
項
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、



代
表
的
な
雑
家
の
著
書
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
二
十
一
篇
の
最
後
に
要
略
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
『
准
南
子
』
を
著
し

た
目
的
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

夫
作
為
書
論
者
、
所
以
紀
綱
道
徳
、
経
緯
人
事
、
上
考
之
天
、
下
挟
之
地
、
中
通
諸
理
。
睡
未
能
抽
引
玄
妙
之
中
才
、
繁
然
足
以

観
終
始
実
。
総
要
挙
凡
、
而
語
不
剖
判
純
撲
鹿
散
大
宗
、
懐
為
人
之
憎
憎
然
弗
能
知
也
。
故
多
為
之
辞
、
博
為
之
説
。
又
恐
人
之

離
本
就
末
也
。
故
言
道
而
不
言
事
、
則
無
以
与
世
浮
沈
、
言
事
而
不
言
道
、
則
無
以
与
化
粧
息
。
故
著
二
十
篇
。

要
略
に
よ
れ
ば
『
准
南
子
』
を
著
し
た
の
は
「
道
徳
を
紀
綱
し
、
人
事
を
経
緯
す
る
」
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
道
徳
は
こ
こ
で
は
形
市

「雑家」の定義

上
的
な
内
容
を
表
し
、
人
事
と
は
形
而
下
的
な
事
象
を
表
す
。
こ
れ
は
『
准
南
子
』
の
作
者
が
表
面
上
に
現
れ
る
様
々
な
事
象
を
網
羅

す
る
た
め
に
雑
多
な
内
容
を
そ
の
書
中
に
盛
り
こ
み
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
事
象
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
道
と
い
う
一
本

の
軸
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
准
南
子
』
の
方
向
に
対
し
て
、
「
道
」
に
よ
る
統
一
は
一
応
は
為
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
事
」
の
面
が
や
や
暖
昧
で

具
体
的
方
策
に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
を
指
摘
す
る
研
究
が
多
バ
グ
て
の
結
果
、
『
准
南
子
』
の
目
指
す
統
一
の
方
向
が
十
分
に
そ
の
成

果
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、
『
准
南
子
』
は
百
科
全
書
的
性
格
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
て
、
「
道
」
に
よ
る
統
一
は
失
敗
し
て

い
る
と
説
く
。
そ
し
て
『
准
南
子
』
を
統
一
性
を
持
た
な
い
百
科
全
書
と
断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
結
果
論
的
な

見
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
確
か
に
『
准
南
子
』
に
お
け
る
統
一
は
不
十
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
結
果
的
に
見
れ
ば
そ
の
よ
う
な

面
が
『
准
南
子
』
に
見
え
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
『
准
南
子
』
の
篇
中
に
所
謂
道
家
系
と
さ
れ
る
部
分
と
儒
家
系

23 

と
さ
れ
る
部
分
と
が
存
在
し
、
そ
の
聞
に
内
容
的
に
矛
盾
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
や
は
り
『
准
南
子
』
が
目
指
し
た
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方
向
、
す
な
わ
ち
「
道
」
に
よ
る
統
一
の
意
図
は
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
意
図
は
結
果
的
に
統
一
に
成
功
し
た
か
否
か
と
い

う
こ
と
に
よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
結
果
よ
り
も
統
一
を
意
図
し
た
と
い
う
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
こ
そ
が
『
准
南
子
』
が
『
漢
士
山
』
に
お
い
て
雑
家
に
著
録
さ
れ
た
最
大
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
漢
志
』
准
南
王
伝
で
は
、

時
武
帝
方
好
芸
文
、

以
(
劉
)
安
属
為
諸
父
、
弁
博
善
為
文
辞
、
甚
尊
重
之
。
毎
為
報
室
酉
及
賜
(
顔
師
古
の
注
に
「
賜
、
賜
書

也
」
)
、
常
召
司
馬
相
如
等
視
草
乃
遣
。
初
、
安
入
朝
、
献
所
作
内
篇
、
新
出
、
上
愛
秘
之
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
劉
安
が
武
帝
に
『
准
南
子
』
を
献
じ
た
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
『
准
南
子
』
を
献
じ
た
最
大
の
理
由

は
、
『
准
南
子
』
を
以
て
漢
王
朝
の
統
治
に
生
か
す
た
め
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
な
ら
ば
、
『
准
南
子
』
を
著
し
た
究
極
の
目
的
は
や

は
り
政
治
に
資
す
る
こ
と
で
あ
り
、
『
漢
志
』
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
と
方
向
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
『
准
南
子
』

は
や
は
り
雑
家
に
録
さ
れ
て
然
る
べ
き
書
で
あ
り
、
「
道
」
と
い
う
政
治
理
念
を
持
っ
た
書
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
『
漢
志
』
に
お
け
る
諸
子
学
派
の
配
列
に
関
連
し
て
雑
家
の
語
の
定
義
を
試
み
た
。

R
-
J
-

、

争
J

ヂ
d

こ
の
雑
家
の
定
義
が
後
の
正
史

目
録
の
雑
家
に
も
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
章
で
は
『
漢
志
』
以
降
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
し

て
ゆ
く
。

四

『
漢
士
山
』
以
降
の
雑
家

『
漢
士
山
』
に
お
け
る
雑
家
は
、
諸
子
学
派
の
学
説
を
折
衷
し
な
が
ら
も
な
お
そ
の
中
に
軸
と
な
る
思
想
を
持
つ
書
を
集
め
た
も
の
で



あ
っ
た
。
以
後
、
正
史
の
目
録
で
は
雑
家
の
項
目
は
必
ず
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
そ
れ
ら
の
正
史
に
お
い
て
も
雑
家

は
『
漢
志
』
に
お
い
て
確
立
し
た
定
義
が
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
の
、
だ
ろ
う
か
。

『
漢
志
』
以
降
、

正
史
に
お
い
て
雑
家
を
定
義
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

わ
ず
か
に
『
惰
書
』
経
籍
志
(
以
下
、

『
惰
志
』
と
略

記
)
と
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
(
以
下
、
『
旧
唐
志
』
と
略
記
)
と
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
『
陪
志
』
で
は
雑
家
を
以
下
の
よ
う

に
定
義
し
て
い
る
。

雑
者
、
兼
儒
墨
之
道
、
通
衆
家
之
意
、
以
見
王
者
之
化
、
無
所
不
冠
者
也
。
古
者
、
司
史
歴
記
前
言
住
行
・
禍
福
存
亡
之
道
。
然

「雑家Jの定義

則
、
雑
者
蓋
出
史
官
之
職
也
。
放
者
(
『
漢
士
山
』
道
家
の
項
の
「
放
者
」
の
顔
師
士
口
注
に
「
放
、
蕩
也
」
と
あ
る
。
前
引
の
雑
家

の
項
の
「
量
者
」
に
通
ず
る
)
為
之
、
不
求
其
本
、
材
少
而
多
学
、
言
非
而
博
、
是
以
雑
錯
漫
羨
、
而
無
所
指
帰
。

一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、

こ
の
定
義
は
『
惰
士
山
』
の
作
者
の
独
創
で
は
な
く
、

『
漢
士
宮
の
雑
家
の
定
義
「
雑
者
、
兼
儒
墨
之
道
:
:

無
所
不
冠
者
也
」
を
敷
街
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
だ
け
を
見
れ
ば
『
陪
志
』
は
『
漢
志
』
の
雑
家
の
定
義
を
踏
襲
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
の
「
古
者
、
:
:
:
然
則
、
雑
者
蓋
出
史
官
之
職
也
」
の
部
分
は
『
漢
士
山
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
道

家
の
定
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

道
家
者
、
蓋
出
於
史
官
、
歴
記
成
敗
存
亡
禍
福
古
今
之
道
、
然
後
知
乗
要
執
本
、
清
虚
以
自
守
、
卑
弱
以
自
持
、
此
君
人
南
面
之

術
也
。
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こ
こ
で
は
道
家
の
特
徴
を
、
中
口
今
の
歴
史
を
鑑
み
た
上
で
君
子
が
人
民
を
統
治
す
る
た
め
の
方
法
を
述
べ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

ザつ
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ま
り
、
『
漢
志
』
に
お
い
て
は
道
家
も
雑
家
と
同
様
に
政
治
に
資
す
る
こ
と
を
そ
の
目
標
と
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
惰
志
』
に

お
け
る
雑
家
の
定
義
が
『
漢
士
山
』

の
雑
家
の
定
義
と
道
家
の
定
義
と
を
混
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
っ
そ
の
双
方
の
目
的
が
政
治

に
資
す
る
こ
と
で
一
致
す
る
な
ら
ば
、
当
然
『
清
志
』
に
お
け
る
雑
家
の
書
も
政
治
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
い
だ
ろ

ぅ
。
た
だ
、
全
て
が
政
治
目
的
の
書
で
な
い
こ
と
は
雑
家
の
定
義
の
項
に
「
是
以
雑
錯
漫
羨
、
而
無
所
指
帰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推

察
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
惰
士
山
』
で
は
雑
家
を
『
漢
志
』
に
お
け
る
雑
家
と
道
家
と
を
混
在
さ
せ
た
形
で
存
続
さ
せ
た
。
と
同
時
に
両
者
を

混
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
一
層
雑
家
の
性
格
を
暖
昧
に
し
た
面
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
や
は
り
『
漢
志
』
の
道
家
の
定
義
を
取
り

入
れ
た
点
で
あ
る
。
『
晴
士
官
に
お
い
て
も
当
然
別
に
道
家
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
独
自
の
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

道
者
、
蓋
為
万
物
之
奥
、
聖
人
之
至
蹟
也
。
:
:
:
聖
人
体
道
成
性
、
清
虚
自
守
、
為
而
不
侍
、
長
而
不
宰
、
故
能
不
労
聡
明
而
人

自
化
、
不
仮
修
営
而
功
白
成
。

『
漢
士
山
』
に
お
け
る
道
家
と
の
相
違
は
「
治
」
字
が
そ
の
定
義
の
文
中
に
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
陪
志
』
に
お
け
る
道

家
が
、
政
治
目
的
か
ら
、

よ
り
形
而
上
学
的
問
題
に
関
心
を
移
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
道
家
を
取
っ
て
み
て
も
そ
の
性
格
は
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
り
、

一
貫
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
し
て
や
雑
家
の

性
格
な
ど
は
な
お
さ
ら
で
あ
り
、
次
第
に
本
来
の
面
白
を
失
っ
て
ゆ
き
、
た
だ
思
想
を
雑
然
と
折
衷
し
た
だ
け
の
も
の
を
著
録
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
例
が
吋
旧
唐
士
山
』
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
で
あ
る
。

『
旧
唐
士
山
』
で
は
雑
家
を
た
だ
「
七
日
雑
家
、
以
紀
兼
銭
衆
説
」
と
短
く
定
義
す
る
。
こ
れ
は
雑
家
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
道
家



に
つ
い
て
も
「
二
日
道
家
、
以
紀
清
浄
無
為
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
特
に
雑
家
の
み
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
定
義
か
ら
読
み
と
る
こ
と
の
で
き
る
雑
家
の
性
格
は
、
諸
子
の
学
説
を
雑
え
た
だ
け
の
学
派
と
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
後
、
正
史
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
諸
子
の
定
義
は
『
旧
唐
士
山
』
以
降
、

ほ
ぼ
固
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
気
に
な
る
点
は
『
宋
史
』
芸
文
志
(
以
下
、
『
宋
士
山
』
と
略
記
〉
に
お
け
る
雑
家
の
書
目
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
『
宋
士
宮
の

雑
家
の
中
に
そ
れ
ま
で
の
正
史
で
は
儒
家
類
に
属
し
て
い
た
『
新
語
』
・
『
新
書
』
・
『
説
苑
』
・
『
中
論
』
等
の
書
名
が
著
録
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
篇
は
『
宋
士
官
以
後
の
解
題
書
類
を
見
る
と
再
び
儒
家
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
な
ぜ
『
宋
士
山
』
に
お
い

「雑家」の定義

て
の
み
雑
家
に
属
し
て
い
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
私
は
よ
く
説
明
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
み
な
諸
説
を
雑
え
て
い
る
点
が
雑
家
に
著
録
さ

れ
た
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
他
の
目
録
類
で
一
貫
し
た
思
想
を
持
つ
と
さ
れ
る
著
書
が
雑
家
に
属
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
宋
士
山
』
に
お
け
る
雑
家
は
た
だ
雑
多
な
思
想
し
か
持
た
ぬ
も
の
を
著
録
す
る
分
類
項
目
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
雑
家
に
関
す
る
定
義
が
『
宋
士
山
』
中
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ら
ぽ
雑
家
の
定
義
の
変
遷
を
見
る
に
は
宋
代
以
降
の
解
題
書
に
よ
る
し
か
あ
る
ま
い
。
以
下
、
解
題
書
を
資
料
と
し
て
雑
家
の
定
義

の
考
察
を
進
め
る
。

五

解
題
書
に
見
え
る
雑
家

宋
代
以
降
の
解
題
書
で
代
表
的
な
も
の
と
一
一
言
え
ぽ
勿
論
『
文
献
通
考
』
経
籍
考
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
で
あ
る
。
「
文
献
通

27 

考
』
経
籍
考
は
同
じ
く
宋
代
の
『
郡
斎
読
書
士
山
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
を
集
録
し
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
の
三
書
を
中
心
に
考
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察
を
進
め
た
い
。

t，こ
だ

『
郡
斎
読
書
士
山
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
両
者
共
に
雑
家
に
関
す
る
直
接
的
な
定
義
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
カ￥

し
、
解
題
を
見
れ
ば
或
る
程
度
の
輪
郭
を
類
推
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

ま
ず
『
郡
斎
読
書
士
山
』
だ
が
、
雑
家
に
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
町
抱
朴
子
』
外
篇
と
『
事
始
』
(
唐
の
劉
孝
孫
等
撰
)
と
の

解
題
が
雑
家
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
『
事
始
』
の
解
題
で
は
「
:
:
:
然
則
事
始
之
書
当
繋
之
儒
。
今

以
其
所
取
不
一
、
故
附
於
雑
家
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
解
題
を
見
る
な
ら
ば
『
事
始
』
が
本
来
は
儒
家
類
に
列
す
べ
き
書
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
中
に
見
え
る
論
説
、
が
一
個
の
学
派
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
雑
家
に
著
録
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
雑
家
の
性
格
を
諸
家
の
学
説
を
集
め
た
も
の
の
意
に
と
っ
て
い
る
。

こ
の
意
だ
け
な
ら
ば
、
『
郡
斎
読
書
士
山
』

に
お
け
る
雑
家
は
『
惰
士
山
』
で
規
定
さ
れ
て
い
る
雑
家
の
よ
う
に
、
「
兼
ね
て
衆
説
を
鼓
す
る
」
も
の
を
集
め
た
だ
け
の
分
類
で
あ
る

と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
も
う
一
方
の
『
抱
朴
子
』
外
篇
の
解
題
を
見
る
な
ら
ば
一
概
に
上
記
の
よ
う
に
は
言
え
な
く
な
る
。

す
な
わ
ち
『
抱
朴
子
』
で
は
「
:
:
:
外
篇
頗
言
君
臣
理
国
用
刑
之
道
。
故
附
於
雑
家
云
」
と
あ
り
、
『
抱
朴
子
』
外
篇
が
一
国
を
治
め

る
た
め
の
道
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
雑
家
に
著
録
さ
れ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
定
義
が
、
雑
家
を
政

治
に
資
す
る
論
を
述
べ
た
蓄
が
集
め
ら
れ
た
学
派
と
見
な
し
た
『
漢
士
宮
の
雑
家
と
同
傾
向
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
『
郡
斎

読
書
士
官
中
に
は
雑
家
を
定
義
す
る
ご
要
素
が
混
在
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
雑
家
の
定
義
の
暖
昧
さ
は
こ
こ
に
至
っ
て
も

解
決
し
て
は
い
な
い
。

一
方
の
『
直
斎
室
百
録
解
題
』
に
お
い
て
参
考
と
な
る
の
は
『
顔
民
家
訓
』
・
『
忘
笠
書
』
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
『
顔
氏
家
訓
』
の
項

で
は
「
:
:
:
古
今
家
訓
、

以
此
為
祖
、
而
其
書
崇
尚
釈
氏
。
故
不
列
於
儒
家
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
顔
氏
家
訓
』
は
『
旧
唐
士
山
』
に
著

録
さ
れ
て
以
来
、

一
貫
し
て
儒
家
類
に
属
し
て
き
た
。
こ
の
町
直
斎
書
録
解
題
』
に
至
っ
て
初
め
て
雑
家
に
属
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
中



に
仏
教
の
説
を
雑
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
時
代
背
景
が
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
宋
代

は
前
の
唐
代
に
引
き
続
い
て
廃
仏
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
儒
家
学
説
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
斥
す
べ
き
仏
教
説
を
含
ん

で
い
る
と
い
う
点
で
『
顔
氏
家
訓
』
は
雑
家
に
著
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
雑
家
の
呼
称
は
他
の
学
派
に
比
べ
て
一
個

の
学
派
と
し
て
の
純
度
が
低
い
著
書
を
著
録
す
る
も
の
を
指
す
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
次
の
『
忘
筆
書
』
の
そ
れ
も
同
様

で
あ
る
。

-
:
本
己
見
儒
家
。
市
館
目
置
之
雑
家
者
、
以
其
多
用
釈
老
之
説
故
也
。
今
亦
別
録
於
此
。

「雑家」の定義

こ
の
『
忘
筆
書
』
も
仏
教
や
老
荘
の
説
を
雑
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
雑
家
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
書
は
同
じ

『
直
斎
書
録
解
題
』
に
お
い
て
儒
家
類
の
項
に
も
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
来
は
儒
家
思
想
と
い
う
一
本
の

軸
を
持
ち
な
が
ら
他
の
諸
子
学
説
を
も
雑
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
雑
家
の
項
目
に
著
録
さ
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
た
だ
、

上
記
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雑
家
の
書
に
核
心
と
な
る
学
説
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
諸
学

説
を
雑
え
た
の
み
の
室
田
も
多
数
雑
家
の
項
に
存
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
暖
味
さ
を
残
し
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
『
郡
斎
読
書
士
山
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
お
け
る
雑
家
の
定
義
は
、
『
惰
士
山
』
が
述
べ
る
よ
う
に

諸
学
説
を
集
め
た
も
の
を
著
録
し
た
と

L
か
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
最
後
に
最
も
代
表
的
な
解
題
書
で
あ
る
『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
(
以
下
、
『
四
庫
提
要
』
と
略
記
)
を
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。
ま
ず
『
四
庫
提
要
』
の
子
部
総
数
で
は
雑
家
を
定
義
し
て
「
群
言
岐
出
、

不
名
一
類
、
総
菅
梓
、
皆
可
採
掠
輩
円
英
、
故
次
以
雑
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家
」
と
言
う
。
こ
れ
は
極
め
て
漠
然
と
し
た
定
義
で
あ
る
が
、
雑
家
が
一
学
派
に
と
ら
わ
れ
ず
複
数
の
学
派
の
説
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
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り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
雑
家
類
の
冒
頭
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
雑
家
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。:

:
:
雑
之
義
広
、
無
所
不
包
o

班
固
所
謂
合
儒
墨
、
兼
名
法
也
。
変
而
得
宜
、
於
倒
為
善
。
今
従
其
説
、
以
立
説
者
、
謂
之
雑
学
。

弁
証
者
、
謂
之
雑
考
。
議
論
而
兼
欽
述
者
、
謂
之
雑
説
。
努
究
物
理
、
瞳
陳
織
演
者
、
謂
之
雑
口
問
。
類
輯
旧
文
、
塗
兼
衆
軌
者
、

謂
之
雑
纂
。
合
刻
諸
書
、
不
名
一
体
者
、
謂
之
雑
編
。
凡
六
類
。

こ
の
よ
う
に
『
四
庫
提
要
』
に
お
い
て
初
め
て
雑
家
は
六
類
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
こ
に
そ
れ
ま
で
の
目
録
類
・
解
題
書
類
に
お
け
る
雑

家
の
定
義
の
暖
昧
さ
は
一
応
の
解
決
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
第
一
の
雑
学
類
で
あ
る
。

そ
の
雑
学
の
定
義
は
、

-
:
実
皆
儒
之
失
其
本
原
者
、
各
以
私
智
変
為
雑
学
而
己
。
其
伝
者
家
家
無
幾
、
不
足
白
名
一
家
、
今
均
以
雑
学
目
之
。
其
他
談

理
而
有
出
入
、
論
事
而
参
利
害
、
不
純
為
儒
家
言
者
、
亦
均
附
此
類
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
雑
学
類
に
分
類
さ
れ
た
書
目
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
つ
は
『
墨
子
』
な
ど
正
史
の
目
録
類
で

は
一
学
派
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
学
派
に
属
す
る
書
目
数
が
減
っ
た
た
め
に
雑
家
に
著
録
さ
れ
た
書
。
も
う
一
方
は
、

一
学
派
の
説
に
と
ら
わ
れ
ず
他
学
派
の
説
を
雑
え
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
雑
学
類
に
著
録
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
両
者
は
本
来
は
別
々
に
類

を
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
『
四
庫
提
要
』
に
お
い
て
同
じ
雑
学
類
の
範
轄
に
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
看
過
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
や
は
り
、
こ
の
両
者
に
は
共
通
の
性
質
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
者
に
も
前
者
と
同
様
、
中
心
と
な



る
一
家
言
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
初
め
て
同
一
の
項
目
に
著
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

雑
家
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
常
に
暖
昧
さ
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
o

そ
れ
は
雑
家
が
諸
説
を
雑
え
な

が
ら
も
中
心
と
な
る
思
想
を
持
つ
学
派
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
『
四
庫
提
要
』
の
雑
学
の
解
題
を
見
る
な

ら
ば
、
雑
学
類
は
前
者
に
お
い
て
一
言
わ
れ
る
よ
う
に
一
家
言
を
持
っ
た
著
書
を
録
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
、
同
じ
く
一

家
言
を
持
ち
な
が
ら
雑
家
が
儒
家
な
ど
と
異
な
る
点
は
、
雑
家
に
録
さ
れ
る
著
書
が
諸
学
説
を
雑
え
て
お
り
、
そ
の
学
派
と
し
て
の
純

度
が
儒
家
な
ど
に
比
べ
て
劣
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
顔
氏
家
訓
』
の
解
題
で
は
「
:
:
:
長
街
芳
渉
、
不
専
為
一
家
之
言
、
今
特
退

之
雑
家
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
雑
家
の
、
諸
学
説
を
折
衷
し
て
い
る
度
合
が
高
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

「雑家」の定義

さ
ら
に
、
雑
家
の
定
義
の
酸
味
さ
の
も
う
一
方
の
要
因
で
あ
る
、
中
心
的
思
想
を
持
た
ぬ
撰
述
に
対
す
る
分
類
は
、
『
四
庫
提
要
』

で
は
前
に
雑
家
類
の
箇
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
雑
学
類
以
外
の
五
類
(
雑
考
・
雑
説
・
雑
品
・
雑
纂
・
雑
編
)
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
よ
う
や
く
『
四
庫
提
要
』
に
至
っ
て
雑
家
の
定
義
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お

わ

り

雑
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
『
漢
士
官
を
中
心
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
『
漢
志
』
で
は
、
雑
家
を
『
史
記
』
六
家

要
旨
に
お
け
る
道
家
と
同
性
質
の
も
の
と
す
る
見
方
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
正
史
の
目
録
類
あ
る
い
は
宋
代
以
降
の
解

題
書
類
が
『
漢
士
宮
と
全
く
同
様
の
定
義
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
定
義
は
変
化

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
変
化
は
定
義
が
明
確
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
踏
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
常
に
暖
昧
さ
を
伴
う
も
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の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
雑
家
が
諸
思
想
の
雑
多
な
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
中
心
と
な
る
思
想
を
持
っ
た
学
派
で
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あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
漢
志
』
以
降
の
主
要
諸
目
録
に
登
場
す
る
雑

家
の
解
題
と
評
価
と
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
酸
味
さ
の
要
因
を
明
確
に
し
、
雑
家
に
つ
い
て
、
よ
り
確
実
な
定
義
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
四
庫
提
要
』
に
至
っ
て
初
め
て
雑
家
の
分
類
と
定
義
と
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。

一
個
の
学
派
を
定
義
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
今
回
は
雑
家
の
定
義
づ
け
を
試
み
た
が
、
扱
わ
れ
る
書
物
あ
る
い
は
時
代
に

よ
っ
て
そ
の
意
味
に
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
雑
家
」
と
い
う
、
も
と
も
と
そ
の
言
葉
自
体
に
不
確
定
な
要
素
を
持
つ

学
派
を
対
象
と
し
た
こ
と
が
そ
の
主
た
る
原
因
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
中
心
と
な
る
軸
を
持
つ
と
さ
れ
る
儒
家
や
法
家
な
ど
の
学
派
が
、

そ
れ
な
ら
ば
雑
家
に
比
べ
て
定
義
づ
け
が
容
易
で
あ
る
か
と
言
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
否
、
む
し
ろ
雑
家
と
同
じ
く
ら

い
の
定
義
づ
け
の
困
難
さ
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
他
学
派
の
定
義
に
つ
い
て
も
よ
り
深
く
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

主
(

1

)

 

(
2
)
 

金
谷
治
「
漢
初
の
道
家
思
潮
」
(
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
第
二
章
・
日
本
学
術
振
興
会
・
昭
和
三
十
五
年

γ
田
中
麻
紗
巳
「
『
准
南
子
』
の

自
然
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
一
二
十
六
・
一
九
七
六
年
)
・
胡
適
『
中
国
中
古
思
想
史
長
編
』
第
二
章
雑
家
(
『
胡
適
作
品
集
』
二
十

一
所
収
・
遠
流
出
版
公
司
・
一
九
八
六
年
〉
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
雑
」
が
諸
学
派
の
学
説
を
集
め
た
と
い
う
意
味
し
か
持
た
な
い
と
す
る
立
場
に
立
つ
論
考
に
は
鴻
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
第
二
十

四
章
第
四
節
・
雑
家
和
呂
不
急
的
八
百
氏
春
秋
V
(人
民
出
版
社
・
一
九
八
四
年
)
・
梁
啓
超
「
漢
書
芸
文
志
諸
子
略
考
釈
」
(
『
飲
氷
室

専
集
』
所
収
・
台
湾
中
華
書
局
・
民
国
七
十
六
年
)
が
あ
る
。
雑
家
は
諸
学
説
を
集
め
な
が
ら
も
そ
の
中
心
に
固
有
の
思
想
を
持
っ
と
す

る
立
場
の
論
考
に
は
胡
適
『
准
南
王
書
』
(
『
中
国
中
古
思
想
史
長
編
』
第
五
章
・
前
引
『
胡
適
作
品
集
』
二
十
二
所
収
)
・
戴
君
仁
「
雑

家
与
准
南
子
」
(
『
幼
獅
学
説
』
七
巻
三
期
・
民
国
五
十
六
年
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。

金
谷
治
「
『
准
南
子
』
の
研
究
」
(
前
引
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
所
収
)
・
宮
本
勝
「
准
南
子
主
術
訓
の
政
治
思
想
と
そ
の
理
論
構
造
」
(
北

海

道

大

学

『

中

国

哲

学

』

四

・

一

九

六

七

年

)

等

。

(

阿

南

工

業

高

等

専

門

学

校

専

任

講

師

)

〈
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)




